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予算特集号平成27年度

＜表紙の写真＞
４月１日から、弥彦・燕広域循環バス「やひこ号」が
運行しています。県立吉田病院等、燕市へも乗り入
れる便利なバスですので、ぜひご利用ください。

県立吉田病院正面入り口



多くの人で賑わう弥彦公園 ４月１日から運行を開始した「やひこ号」

今
年
度
の
主
な
事
業

■
地
方
創
生
事
業

　

農
業
と
観
光
資
源
を
有
す
る
弥
彦
村
の
特

性
を
踏
ま
え
て
、
良
質
な
雇
用
の
創
出
と
人

口
還
流
の
加
速
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
い

う
好
循
環
を
生
み
出
す
た
め
の
基
本
計
画
と

な
る
、「
弥
彦
村
総
合
戦
略
」
を
策
定
（
平

成
26
年
度
繰
越
事
業
）
す
る
と
と
も
に
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
も
様
々
な
調

査
を
開
始
し
ま
す
。

■
移
住
促
進
事
業

　

昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
、「
地
方
へ
の

好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
に

お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
創

設
さ
れ
た
、「
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生

活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」
を
受
け
て
実
施
す

る
事
業
（
平
成
26
年
度
繰
越
事
業
）
で
、
村

外
か
ら
弥
彦
村
に
移
住
す
る
た
め
、
家
屋
を

新
築
、
ま
た
は
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
方
に

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
弥
彦
村
の
人

口
減
少
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
公
共
交
通
事
業

　

今
年
度
か
ら
、
広
域
循
環
バ
ス
「
や
ひ
こ

号
」
と
予
約
制
乗
合
ワ
ゴ
ン
車
の
「
お
で
か

け
き
ら
ら
ん
号
」
の
運
行
が
始
ま
り
ま
す
。

巡
回
バ
ス
は
弥
彦
村
内
の
み
で
運
行
日
も
平

日
３
日
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
燕
市
吉
田

地
区
、
分
水
地
区
へ
乗
り
継
ぎ
な
し
で
行
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
運
行
日
も
平

日
毎
日
と
な
り
ま
す
。

■
地
域
消
費
喚
起
事
業

　

こ
の
事
業
も
「
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」
を
受
け
て
実
施

す
る
事
業
（
平
成
26
年
度
繰
越
事
業
）
で
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
２
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
３
割
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
旅
行
券
も
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
内
、
地
域
外
両
方
の
消
費
を
喚
起
し
、
経

済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

■
道
路
整
備
事
業

　

平
成
25
年
度
よ
り
５
か
年
で
総
額
約
10
億

円
の
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
事
業
で
は
、
村
道
美
山

大
戸
線
・
二
松
団
地
中
山
線
等
の
道
路
改
良

事
業
、
村
道
矢
楯
観
音
寺
線
の
景
観
舗
装
事

業
、
弥
彦
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
事

業
な
ど
９
，
５
０
０
万
円
の
事
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
弥
彦
公
園
整
備
事
業

　

弥
彦
公
園
は
、
大
正
５
年
に
造
園
さ
れ
て

以
来
、
豊
か
な
緑
に
包
ま
れ
た
都
市
公
園
と

し
て
、
村
民
や
観
光
客
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
目
立
ち
、
安

～予算総額～
 3535億億 9,0009,000万円万円
171171億億 2,2502,250万円万円

一般会計　 35億 9,000万円
特別会計  171億 2,250万円
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５年連続５回目の開催となる寛仁親王牌競輪 整備予定のグランドホテル跡地

全
対
策
の
強
化
と
改
築
・
補
修
等
が
必
要
に

な
っ
た
た
め
、
平
成
22
年
度
よ
り
計
画
的
に

整
備
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
老

朽
化
し
た
園
路
の
整
備
と
ト
イ
レ
新
築
に
よ

り
使
用
し
な
く
な
っ
た
ト
イ
レ
の
解
体
を
行

い
ま
す
。

■
お
も
て
な
し
広
場
整
備
事
業

　

観
光
と
農
業
の
一
体
化
を
図
り
、
弥
彦
を

訪
れ
た
方
々
を
心
か
ら
も
て
な
し
、
弥
彦
に

か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的

に
、
そ
の
手
段
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

跡
地
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
工
事
は
第
１
期
工
事
と
な
り
ま

す
が
、
整
地
と
施
設
整
備
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
し
た
計
画
を
つ
く
り
、
一
部
が
オ
ー
プ

ン
で
き
る
よ
う
事
業
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。■

子
育
て
と
教
育
の
充
実

　

生
ま
れ
て
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
通

院
・
入
院
医
療
費
助
成
及
び
特
定
不
妊
治
療

費
の
助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
て
お
り
ま

す
、
乳
児
紙
お
む
つ
購
入
費
一
部
助
成
や

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
一
部
助
成
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
一
部
助

成
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
、
水
痘
に
か
か
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
体
制
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
学
校
支
援
地
域
本
部
を

引
き
続
き
設
置
い
た
し
ま
す
。
小
学
校
に
地

域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
住
民
等
の
参
画
に
よ
り
、
学
校
の
教
育
活

動
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
様
々
な

学
校
支
援
活
動
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
支
援
講
師
は
昨

年
か
ら
引
き
続
き
８
名
体
制
で
配
置
し
、
学

力
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

■
競
輪
・
寛
仁
親
王
牌
（
ＧⅠ
）
を
開
催

　

平
成
23
年
度
よ
り
５
年
連
続
５
度
目
と
な

る
「
寛
仁
親
王
牌
・
世
界
選
手
記
念
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
（
GI
）」
を
７
月
17
日
（
金
）
か
ら

７
月
20
日
（
月
／
祝
）
ま
で
開
催
い
た
し
ま

す
。
狭
い
場
内
を
効
果
的
に
使
用
し
、
お
客

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ

り
集
客
を
図
る
と
と
も
に
、
費
用
対
効
果
を

十
分
に
勘
案
の
上
、
関
係
団
体
と
調
整
を
図

り
効
果
的
な
広
告
宣
伝
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
競
輪
界
の
ト
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
が
熱
い

走
り
を
展
開
す
る
寛
仁
親
王
牌
競
輪
（
GI
）

に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
普
通
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月

下
旬
の
関
東
カ
ッ
プ
が
、
関
東
地
区
の
競
輪

場
の
ほ
か
、
全
国
各
地
の
競
輪
場
・
サ
テ
ラ

イ
ト
場
か
ら
場
外
開
設
の
協
力
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
を
上
回
る
収
入
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

ガ
ー
ル
ズ
ケ
イ
リ
ン
に
つ
い
て
は
、
上
半

期
で
こ
の
関
東
カ
ッ
プ
と
４
月
下
旬
の
FI
、

８
月
下
旬
の
FⅡ
の
合
計
３
回
実
施
す
る
開
催

日
程
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

平
成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
引
き
続

　
　

き
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

弥彦村の各種事業を行うための平成 27 年度
予算が３月議会で承認され、決定しました。
予算編成にあたっては、村民の福祉向上と
村勢の活性化を最優先とし、限られた財源
を最大限に活用し、住みよいむらづくりに
必要な施策を積極的に推進いたします。

平成 27 年度

予 算
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歳入財源別

　平成 27 年度の弥彦村一般会計当初予算
は、総額 35 億９千万円、対前年度比３．
５ % 減となり、「弥彦小学校調理室ドライ
化事業」の終了が予算減に大きく影響する
こととなっています。

　当初予算は健全財政の維持・歳出削減努
力はもちろんのこと、限られた財源の最大
活用と有効かつ効率的配分に十分配慮して
編成いたしました。

一般会計予算内訳

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 ( 年度 )

( 億円 ) 一般会計

35.9

37.2

36.0

34.9
35.4

36.336.3

32.6

31.9
31.6

歳出目的別

税収入
9億 1,115 万円
（25.4％）

その他
4億 3,794 万円
（12.2％）

地方交付税
12億 5,500 万円
（35.0％）

国庫支出金
2億 8,943 万円（8.1％）

その他
1億6,390万円（4.6％）

繰入金
9,700 万円（2.7％）

地方債
2億 6,440 万円
（7.2％）

県支出金
1億7,118万円（4.8％）

民生費
9億 3,525 万円
（26.1％）

土木費
5億 7,826 万円
（16.1%）

総務費
3億5,686万円
（10.0％）

公債費
3億3,702万円
（9.4％）

教育費
3億3,110万円（9.2％）

消防費
2億6,854万円（7.5％）

商工費
2億5,992万円（7.2％）

衛生費
2億3,470万円（6.5％）

農林水産業費
1億9,429万円（5.4％）

その他
2,108万円
（0.6％）

議会費
7,298万円（2.0％）

　歳入の主な特徴としては、村税、地方交付税、
地方債が減額となっています。
　また、繰入金につきましては、小学校調理室
ドライ化事業が終了したことにより大幅に減額
となっています。

　歳出の主な特徴としては、歳入同様に小学校
調理室ドライ化事業が終了したことにより、教
育費が減額となっています。
　また、道路新設改良費の減少から、土木費が
減額となっています。

自主財源 依存財源
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特別会計・企業会計予算内訳

　事業を行うとき、特定の収入をもってその支出に充
て、一般会計と区分して経理の必要がある場合に、特
別会計を設けています。平成 27 年度は、5 つの特別会
計を設けて実施します。これら特別会計の予算総額は
171 億 2250 万円となります。

　一般会計、特別会計とは別に、水道、下水道事業を
行う企業会計を設けています。それぞれ、使用料等の
営業収支や営業外収支の ”収益的収支 ”と、企業債や
国庫補助金の ”資本的収支 ”に分かれており、平成 27
年度予算では以下の表のように見込んでいます。

企 業 会 計特 別 会 計

村民 1 人に
使われるお金 423,449 円

皆さまからいただく村税の金額は
１人当たり

107,472 円　です。

使われるお金はその約 4 倍の金額
となります。

特別会計名

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

競 輪 事 業

温 泉 事 業

歳入歳出予算額

８億9,000万円

6,650万円

8億2,800万円

153億1,400万円

2,400 万円

対前年度比

9.6％増

2.3％増

3.8％増

2.3％増

4.0％減

水
道
事
業

2億3,158万円

2億827万円

5,100万円

2億2,356万円

5億2,710万円

4億8,667万円

8,810万円

3億4,676万円

下
水
道
事
業

0.0％

1.4％増

70.0％増

10.0％増

1.9％減

3.6％減

12.5％増

8.6％増

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

民生費
109,476 円

（2.1％増）

土木費
67,688 円

（8.8％減）

総務費
41,773 円

（7.0％減）

公債費
39,450 円

（0.7％増）

教育費
38,757 円
（25.0％減）

衛生費
27,473 円

（8.3％減）

商工費
30,425 円

（9.3％増）

消防費
31,434 円

（1.9％増）
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06

産業
にぎわいと活力にあふれた“産業づくり”

生活・環境
自然と共生した安全・安心で快適な“環境づくり”

都市整備
未来を展望し個性と魅力ある“都市基盤づくり”

・高齢者定期予防接種業務委託  4,448千円
・子どもインフルエンザ予防接種助成
  755千円
・子ども医療費助成金 21,123千円
子育て支援の一環として中学校終了時までの通
院・入院の医療費を助成

・高齢者総合生活支援センター管理運営費
 15,258千円

・弥彦村シルバー人材センター補助金
 3,400千円
・新潟県労働金庫預託金 10,000千円
・青年就農給付金 1,500千円
新規就農者を支援するための給付金

・多面的機能支払分担金 54,745千円
農道・水路等の維持管理や農業用施設の補修・更
新などに対する助成

・農道・用排水事業負担金 9,772千円
国・県営等事業負担金

・県営経営体育成基盤整備事業負担金
 25,230千円
・水田農業構造改革推進費補助金 1,560千円
各集落単位による生産調整推進活動への助成

・水田フル活用農業振興事業費補助金
　（平成26年度 繰越事業） 19,900千円
水田活用直接支払交付金への上乗せ助成

・農地集積総合対策事業費 1,845千円
人・農地プランに基づく農地集積協力金

・産業育成資金預託金 50,000千円
・商工観光振興資金預託金 70,000千円
・プレミアム商品券事業費（平成26年度 繰越事業） 
  15,000千円
・特産物振興事業費（平成26年度 繰越事業）
  1,000千円
特産物のPRや開発、販売体制の強化に対する補助

・プレミアム旅行券事業費（平成26年度 繰越事業） 
  2,200千円
・観光施設整備費補助金（平成26年度 繰越事業）
 1,000千円
Wi-Fiや案内看板・ホームページの多言語化や施
設のバリアフリー化に対する補助

・おもてなし広場施設整備費 3,000千円
・燕・弥彦広域観光連携会議負担金 4,125千円

・公園管理事業 10,686千円
公園の維持管理、施設修繕にかかる経費

・塵芥収集業務委託料 21,350千円
・資源ごみ収集業務委託料 2,160千円
・粗大ごみ収集業務委託料 2,160千円
・し尿処理委託料 4,480千円
・し尿収集業務委託料 5,755千円
・火葬場負担金 6,066千円
・ごみ処理費負担金 24,005千円
・不燃物処理費負担金 3,756千円

・道路維持修繕費 9,000千円
・道路補修工事費 25,000千円
・村道改良測量設計等委託料 10,000千円
・道路新設改良工事費 85,000千円
・村道除雪業務経費 23,826千円
冬期間道路交通を確保するための除雪経費

・消雪施設整備工事費 25,000千円
・消雪施設修繕工事費 3,500千円
・除雪車購入費 21,000千円
・住宅リフォーム事業助成金 3,000千円
住宅リフォーム工事に対して最大10万円を助成

・村営住宅維持修繕費 2,000千円
・弥彦公園整備工事費 20,000千円
園路のバリアフリー工事
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消防・防災
災害につよい“むらづくり”

教育・文化
豊かなこころと文化を育む“人づくり”

健康・福祉
生涯健やかで互いに支えあう“健康と福祉づくり”

村民参画・行財政
知恵と力を結集したみんなでつくる“むらづくり”

・ふるさと納税記念品費 120千円
ふるさと寄付金（ふるさと納税）記念品の発送

・総合行政診断委託料 3,000千円
・広報やひこ等発行 2,635千円
　わかりやすい広報紙の作成および発行
・村勢要覧作成費 2,400千円
・やひこ桜井郷温泉民活関連用地取得費
  18,591千円
・社会保障・税番号制度システム整備委託料
  11,232千円
社会保障・税番号制度システムの整備にかかる経費

・燕・弥彦公共交通会議負担金 18,268千円
　定住自立圏構想による公共交通の整備にかかる経費
・地方創生事業 2,000千円
　木質バイオマス発電に関する調査委託料
・地方版総合戦略策定委託料（平成26年度 繰越事業） 
  6,000千円
・移住促進事業費（平成26年度 繰越事業）
  3,000千円

・消火栓補修工事費負担金 3,240千円
・土砂災害ハザードマップ作成委託料
  1,804千円
・災害応急資材費 238千円

・奨学貸付金 10,800千円
大学生・高校生・専門学校生等への奨学金の貸付

・就学援助費 4,901千円
　経済的に就学が困難な家庭への援助
・学習指導支援講師賃金 17,100千円
小中学校にそれぞれ４名ずつ学習指導支援講師を配置

・特別支援介助員賃金 6,369千円

小学校３名、中学校２名の特別支援介助員を配置

・語学指導員賃金 1,386千円
ＡＬＴによる保育園・小中学校での英語指導

・中学校調理業務委託費 11,335千円
調理業務のみ民間に委託

・文化会館管理費 16,486千円
諸設備の保守点検委託料や、施設整備改修工事に
必要な経費

・美術館企画事業経費 7,000千円
「弥彦を描く」公募展、弥彦の丘美術館企画展、
野外アート展の開催経費

・村民体育祭・弥彦ワールドカップ開催経費
  1,500千円

・地域包括支援センター運営委託料 5,000千円
要支援者に対する相談・援助を行う包括支援セン
ター運営委託

・在宅介護支援金 2,000千円
在宅で介護をしている家庭に支援金を支給

・敬老会執行経費 1,799千円
・精神障がい者医療費助成金 2,400千円
精神障がい者の医療費を村が独自に助成

・ひとり親家庭医療費助成金 3,938千円
ひとり親家庭の保健の向上と経済的な負担軽減や
福祉の増進を目的として医療費を助成

・乳児紙おむつ購入費助成金（平成26年度 繰越事業） 
  2,640千円
子育て世代を支援するため、乳児の紙おむつ購入
に要する費用を助成

・特定健診委託料 7,536千円
村民の健康増進のための特定健診

・各種がん検診委託料 11,969千円
・子ども定期予防接種業務委託料 14,068千円
四種混合・ヒブ・小児用肺炎球菌などのワクチン
予防接種
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小 林 豊 彦

平成27年度　弥彦村役場　行政組織一覧表
区　　分

合　　計

村長部局
議会事務局部局
公営企業部局
教育委員会部局

67
2
3
12
84

職員

教 育 委 員 会

議　　　会 局長　髙島大介
◇太字は異動者（昇任・昇格含む）
◇※印は新採用職員

議会事務局　2

課長（公民館長）
　　　小林栄一
　　　参事　　　  鈴木義孝
　　　課長補佐　  橘　芳延
　　　管理指導主事　堀　正士

教育課　11 ①
林　順一
（文化会館長事務取扱）

教育長 庶務学校教育係長 参事兼務 主　　任  １ 志賀史緒
　  主任調理員 ２ 小林悦子・池田秀子
　小　学　校  調　理　員 １ 八子香織
　  臨時管理員 ① 水澤敏明
　  用　務　員 １ 荒木美弥子
　中　学　校  主任用務員 平原係長兼務
学校施設管理係長 平原勝一郎  
社会教育係長 行田律子  
社会教育係長 課長補佐兼務 主　　事  １ 渡邉　剛

議会事務局係長 羽生陽子

村　　長

総務課　9 ③
課長　小林保夫(県より出向)
　　　課長補佐　富田　憲     

庶務係長 伊藤和恵 主　　事  １ 小笠原優※
  (県へ出向) 山野上良輔
  臨　　時  ① 小山ふじ子
交通防犯係長 石川秀雄 主　　事  １ 本間　陽※
財政係長 課長補佐兼務 主　　査  １ 宇野　誠
企画調整係長 坂爪明博 主　　事  １ 石田高浩
簡易郵便局 課長補佐兼務 臨　　時  ② 石川久美子・河合則子

産業振興課　6
課長　小森順一
　　　課長補佐　髙橋信弘

副参事 丸山栄一
農業振興係長 副参事兼務 主　　事  １ 谷かおるこ※
農地管理係長 課長補佐兼務
観光商工係長 丸山竜一 主　　査  １ 渡邊幸英

会計管理者（兼出納室長）
　水沢正一

出納室　2 副参事 高橋正哉
出納係長 副参事兼務

所長　熊木克也
　　　副所長　本多　正
　　　副所長　斎藤雄希

公営競技事務所　5　① 庶務係長 斎藤副所長兼務 臨　　時  ① 渡邊留美
業務係長 本多副所長兼務 主　　事  ２ 田邉誠也・石川万里※

税務課　6
課長　山岸喜一

副参事 田村孝穂
　 小林健仁
収納係長 田村副参事兼務   
住民税係長 田村副参事兼務 主　　任  １ 小川真紀
　  主　　事  １ 佐藤奈津美
資産税係長 小林副参事兼務 主　　事  １ 本多正典※

課長　笹岡正夫
　　　課長補佐　三富浩子
　　　課長補佐　吉田増美

住民福祉課　34 ○21

弥彦保育園  主任保育士 1 阿部　薫 
6⑦ 園　長 荒川澄子 保 育 士 3 須貝悦子・髙橋美里・田中道世
　　副園長 石川真由美 臨時保育士 ⑦ 田邊千花・上田多希枝・丸田智弥子
　　   鶴巻　綾・内藤美弥子・佐藤久美子・藤原梨紗

住民医療係長 石黒和子 主　　任  １ 池　幸子
　 春日史子 主　　事  １ 小林祐輔
福祉介護係長 丸山誉子 主　　任  １ 小竹由美
　 若月寿恵 主　　事  １ 湯田美怜

二松保育園  指導保育士 1 田辺久子
7⑩ 園　長 伊藤清美 主任保育士 1 高野陽子
　　副園長 石川敬子 保 育 士 3 杉原千賀子・和田真江・大坪愛美※
　  臨時保育士 ⑩ 平岡志津江・熊木伸子・土田初美・大谷彩香
　   室橋恵梨香・平原丞美・髙橋美咲・古谷聡子
　   武石美和子・池　麻美

子育て支援センター  
1　センター長 本多志保子

ひかり保育園  主任保育士1 若月美穂子
4④ 園　長 松居由美子 保 育 士 1 伊藤陽子※
　　副園長 安達直子 臨時保育士 ④ 渡辺千景・関川弥生・前山久美・田邉絵理

健康推進係長 吉田補佐兼務 主任保健士 3 松井裕美子・相田真貴子・菊地洋子
  主任管理栄養士 1 唐津敦子
   主　　事  １ 伊藤和彦※

課長　石塚　豊   
　　　参事　小林忠秋
　　　参事　梨本哲雄

建設企業課　9 副参事 志田　馨
 浜田禎介
　 小出将浩
土木管理係長 浜田副参事兼務 主　　査  １ 本間信一
  技　　師  １ 小川佳祐
環境対策係長 志田副参事兼務
業務係長 柳川治美
上下水道係長 小出副参事兼務
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春の人事異動

転出される方 新　所　属 転入される方 前　所　属
【弥彦消防署】

蓮　沼　裕　之　燕消防署長

佐　藤　義　廣　警防課副参事
　　　　　　　　兼副署長

斎　藤　寿　一　警防係長　　

鈴　江　洋　祐　庶務係主事

田　中　茂　徳　警防係主事

燕消防署

吉田消防署

分水消防署

分水消防署

三王渕出張所

鈴　木　修　二　弥彦消防署長

石　倉　　　保　予防係長

森　山　康　宏　予防係主任

岡　本　俊　亮　救急係主事

石　塚　大　輔　警防係主事

吉田消防署

燕消防署

燕消防署

燕消防署

燕消防署

転出される方 新　任　校 転入される方 前　任　校
【弥彦小学校】

清　水　　　一　教諭

岩　﨑　悦　子　教諭

谷　　　元　気　教諭

中　村　友　洋　教諭

小　林　美　香　主任

普通退職

新潟市立白根小学校

燕市立燕西小学校

魚沼市立小出小学校

三条市立裏館小学校

長岡市立脇野町小学校

妙高市立新井南小学校

燕市立小中川小学校

新　採　用

見附市立見附第二小学校

宮　田　千　郷　教諭

岩　澤　康　子　教諭

石　田　こずえ　教諭

高　橋　　　遼　教諭

池　田　千　春　主任

転出される方 新　所　属 転入される方 前　所　属
【弥彦交番】

清　水　良　樹　巡査長

山　田　剛　弘　巡査

十日町署

新潟中央署
中　川　哲　人　巡査部長

片　野　　　翔　巡査

新潟東署

西蒲署

転出される方 新　任　校 転入される方 前　任　校
【弥彦中学校】

千　野　敏　継　教頭

河　合　正　美　教諭

松　永　昌　偉　教諭

石　村　範　行　教諭

刑　部　雅　史　教諭

西　埜　雅　美　教諭

高　山　拓　也　主事

長岡市立北辰中学校校長

長岡市立寺泊中学校

長岡市立南中学校

阿賀野市立京ヶ瀬中学校

新潟市立岡方中学校

新潟市立鳥屋野中学校

燕市立小池小学校 主任

山　宮　　　尚　教頭

坂　井　敬　輔　教諭

松　山　大　輔　教諭

船　山　知　紘　教諭

阿　部　昭比古　教諭

押　味　大　樹　主事

三条市立一ノ木戸小学校

燕市立小池中学校

上越市立高千浦中学校

三条市立本成寺中学校

新　採　用

津南町立外丸小学校
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～住宅のリフォームをお考えの方へ～
平成27年度　弥彦村住宅リフォーム
助成事業のお知らせ

　弥彦村では、住宅のリフォーム工事を村内登録施工業者に
請け負わせた場合に最大10万円を助成します。
■助成対象工事
　現に居住している住宅の改修で、村内登録施工業者に請け
負わせた20万円以上（消費税を除く）のリフォーム工事（詳
しくはお問い合わせください）
　※村の他の助成・補助を受けた場合は対象外です
　※同じ住宅で助成を受けられるのは１回のみです
■対象工事期間
　平成28年3月11日（金）までに工事完了できるもの
■助成金額
　対象工事費用（消費税を除く）の10％（最大10万円）
■申込対象者　
　①村税等に滞納がない方
　②工事対象住宅の所有者又は所有者の親族（2親等以内）の方
■申込・問合せ　建設企業課　土木管理係　94－1022
　※工事着手前に申し込みが必要です。登録施工業者の見

積書を用意のうえ申し込みください。申込書は建設企業
課にあります。

　※助成予定数に達した場合は、年度途中で締め切る場合が
あります。

平成27年度　弥彦村木造住宅
耐震診断助成事業のお知らせ

　弥彦村では、地震による木造住宅の被害を軽減し、災害に
強いまちづくりを推進するため、住宅の耐震診断費用を助成
します。
■助成の対象者となる住宅
①昭和56年5月31日以前に建築された地上2階建てまで
の木造住宅
②村内の所有者自ら居住している住宅
③村税等に滞納がない方
④1戸建て住宅（併用住宅は過半以上が居住部分である住
宅）であること

■補 助 額　耐震診断費から自己負担額１万円を差し引いた額
■申込期限　12月18日(金)
■申込・問合せ　建設企業課　土木管理係　94－1022
※耐震診断助成を受けた方で耐震改修が必要な住宅は、
耐震改修工事の助成（限度額50万円）もあります。
※助成予定数に達した場合は、申込期限に関わらず締め切
る場合があります。

社交ダンスを始めませんか
　ストレス解消、気分転換にいかがですか？
　初心者の方大歓迎です。おひとり様でもどうぞ！ご自由に見
学にお出でください。お待ちしています。
■練習日時　毎週水曜日　午後７時３０分～９時３０分
■練習会場　文化会館　２階小ホール
■問 合 せ　渡辺　94－2171

豊かな心の育成へ
～あいさつ強調週間
のお知らせ～

　心の教育推進事業実行委員会ではあい
さつ強調週間を設定し、全村をあげてあい
さつ運動に取り組みます。あいさつを通し
て地域に笑顔と元気の花を咲かせましょう！
※保育園や小・中学校通学路にのぼりを設
置します。

■あいさつ強調週間
　４月２０日（月）～２４日（金）

完全予約制　わんちゃんのお預かり・宿泊☆専門ミニ施設

■動物取扱業の種別：保管　
■登録番号：三保第１４０２０４５　　■登録年月日：平成２６年６月１８日
■有効年月日：平成３１年６月１７日　■動物取扱責任者：高野和美

ご 予 約・
お問い合わせ

わんこる～む ７５３
な ご み

弥 彦 村 大 戸 75-2
（大戸団地バス停近く）０８０-８８７２-０７００（高野）

○旅行や冠婚葬祭で留守になるので心配！
○いつものペットホテルに空きがない！
○ケージ内での閉じ込め預かりは可哀想！

その他いろんな心配事
…ぜひとも ご相談ください ♪
わんこる～む７５３は
２４時間わんこと一緒です

以下のスペースは有料広告です。
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半日ドックの申し込み受付中！！
　広報やひこ４月号に掲載した記事のうち、「受付時間」に誤
りがありました。正しくは以下の通りです。

※希望日の申し込みが定員を超えた場合は、別の日になる場
合がありますので、なるべくお早めにご連絡ください。
※混雑を避けるため、受付時間については、予め指定させて
いただきます。決定日・受付時間については、後日個別にお
知らせします。

■申込・問合せ　住民福祉課　健康推進係　94－3133

日にち 対　象 受付時間 会　場
6月26日（金）

午前9時30分～10時

午前8時45分～10時

保健
センター

女性限定

6月27日（土） 男女共

6月29日（月） 男性限定

10月14日（水） 男女共

「新潟県こころの相談ダイヤル」
のご案内

　県では、自殺予防のため、県民の皆さまにとって、わかりや
すく、アクセスしやすい相談窓口として、「こころの相談ダイヤ
ル」を開設しています。この相談ダイヤルにかけ、ガイダンスに
従うとお住まいの地域の保健所等につながり、こころの悩み
について相談することができます。
　悩みはひとりで抱え込まずに、身近な人や相談機関に話し
てみてください。
■新潟県こころの相談ダイヤル　0570－783－025
■受付時間：毎日24時間
■事業についての問合せ　025－280－5201
　新潟県福祉保健部障害福祉課いのちとこころの支援室

　新年度が始まり、村内の桜もちらほらと咲き始めました
ね。この広報が皆さまの手元に届く頃には、桜も見ごろを
迎えているのではないでしょうか。
　さて、「広報やひこ」は、今年度も○が担当することとなり
ました。昨年に引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○イ

イ

ください！ この写真
　広報に掲載されたあの写真がほしい…、そんな時は
お気軽にお声掛けください。いつの、どの写真かをご連
絡いただければメールや写真でお渡しいたします。

■問合せ　総務課　企画調整係　94－3131
メール　yahiko@vill.yahiko.niigata.jp

新しい公共交通「おでかけきららん号」の
住民説明会を行います

午前 10時～ 11時 午後 1時～ 2時 午後 3時～ 4時

11日 (月 )

12日 (火 )

13日 (水 )

14日 (木 )

15日 (金 )

17日 (日 )

18日 (月 )

19日 (火 )

5 月
麓一区、境江

（麓一区集落開発センター）
麓二区

（麓二区集落開発センター）
村山、境江

（村山集落開発センター）
弥彦

（地域交流センター）
観音寺

（観音寺集落センター）
上泉

（上泉公会堂）
走出

（走出集会所）
井田

（井田公会堂）
中山

（中山集落開発センター）
山岸

（山岸公会堂）
山崎

（山崎集落開発センター）
荻野

（荻野公会堂）
矢作

（矢作集落開発センター）
美山

（公民館矢作支館）
平野

（平野公会堂）
村内全域

（夢の木はうす）
村内全域

（弥彦体育館）
村内全域

（弥彦村役場）
魵穴

（魵穴公会堂）
大戸

（大戸集落開発センター）
川崎

（川崎集会所）
峰見

（公民館矢作支館）
弥彦（矢楯）
（矢楯会館）

■問合せ　総務課　企画調整係　９４－３１３１

第17回
吉田近郷ジュニア
親善柔道大会　結果

■開催日　３月15日（日）　　　■会　場　燕市武道館
■大会結果 
ー団体戦ー
　第３位
ー個人戦ー
＜低学年の部 軽量級＞
　優　勝　橋本 晴翔
＜中学年の部 軽量級＞
　第３位　武石 芽生
＜高学年の部 女子無差別級＞
　優　勝　竹野 藍及
＜高学年の部　軽量級＞
　第３位　丸山 海登
＜高学年の部　中量級＞
　第２位　那須 新
＜高学年の部　重量級＞
　第２位　武石 一希

柔道

＜メンバー大募集中！＞
　一緒に柔道をするメン
バーを募集しています。ま
ずは気軽に練習見学へお
越しください！
■問合せ　代表　武石
　080－2024－8812



発行／弥彦村役場  〒959-0392 新潟県西蒲原郡弥彦村大字矢作402
　　　☎0256-94-3131　FAX 0256-94-3126
　　　ホームページアドレス http://www.vill.yahiko.niigata.jp
　　　Ｅメールアドレス yahiko@vill.yahiko.niigata.jp
編集／総務課企画調整係　 発行日／平成27年４月10日

　３月２７日、村内各保育園で卒園式が行
われました。今年度は、村内３つの保育園
で、６９名の園児が卒園を迎えました。
　二松保育園では、年長のきく組の園児
３４名が、園長先生から修了証書を笑顔で
受け取っていました。
　その後、将来の夢や目標を発表した子
どもたちは、４月からの小学校生活に期待
を膨らませていました。

保育園卒園式

　3月23日、弥彦小学校で卒業証書授与式
が行われました。校長先生から卒業証書を受
け取った7９名の卒業生は、シュプレヒコール
や合唱を披露し、６年間の小学校生活を締め
くくりました。式を終え、学校を去る卒業生は、
在校生や教職員、保護者の皆さんから、拍手
で送られていました。

弥彦小学校卒業式


